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〈研究 ノー ト〉
流通 システム化政策 のゆ くえ
中 田 信 哉
1通 産行政における物流政策の始まり
通 商産 業 省 にお け る物 流 政策 の ス ター トは一般 に 「流 通 シス テ ム化 政
策 」 といわれ て いた もので あ る,と 認識 した い。流 通 システ ム化 とい う
もの を通産 省 が政 策 と して公 表 す るの は昭和44年7月29日 に発 表 され
た産 業 構造 審 議 会流 通 部 会第7回 中 間答 申 「流 通 活 動 の シ ステ ム化 につ
いて 」 で あ る。
これを もって 物流 政 策 の始 ま りだ,と い うの は正 しい のだ ろ うか。 し
か し,実 際 に は もっ と早 く通 産 省 で は物 流 と い う もの を意識 して い る。
それ は同審議 会 同 部会 の第5回 中間答 申 で 「流通 金 融 の改 善 につ いて 」
と と もに 「物 的流 通 の改善 にっ い て」 を発 表 して い るので あ る。
これ にっ い て考 え る場 合,通 産 省 の 「流 通 政 策 」 とい う もの を見 て お
く必 要 が あ るだ ろ う。 産 業構 造 審 議会 の中 に 「流 通 部会 」 な る ものが設
置 され た の は昭和37年10月 で あ る。 それ以 来,「 流通 活 動 の シ ステ ム
化 」 に至 る まで に7回 の中 間報 告 を行 って い る。 この こ とにっ いて第7
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回同中間答 申で は次 のよ うに述べている。
「同部会 は,昭 和37年10月,通 産大 臣の諮 問機関であ る産業構造審議
会 の部会 のひ とつ と して設置 され,昭 和43年8月 まで6回 にわた り商
業面を中心 に した流通のあ り方に関 し,一 連 の報 告を行 って きた。 これ
を列挙す ると
第1回 中間報告 『流通機構 の現状 と問題点』(昭和39年12月)
第2回 中間報告 「流通政策 の基本的方 向』(昭和40年4月)






そ して・第7回 が 「流通 システム化 について」 とな るわ けであ る
。
れ らはいずれ も審議会 の総会 に対 して部会が研究 ・討議 した ことを報告
したとい うものであるか ら特 に確定 され,答 申 と して採用 された もので
はない。政策 となる以 前の勉 強会的 な ものであ ったろう。 したが って,
「これ らの うち第1な い し第5答 申に関 しては,部 内限 りで印刷 部数 も
少 な く・ 市井多数 の読者 の 目にふれ る機会があま りなか った」 と言って
いるので実際には第6回 の 「流通近代化 の展望 と課題」 にっいてか ら外
部 に対 して政策 として公表で きる内容 にな っていると思 われ る。実際に
第6回 報告 は通産省企業局名義で出版 されて いる。
通産省が 「流通」 というものに焦点 を当て始 めたのは この流通部会が
設置 された昭和30年 代後半 にな ってか らであ り,そ れ までは 「流通政
策」で はな く,「商業政策」 と言われ るものであ ったろ う。
鈴木武氏 は 「流通 政策 は流通 を対象 とす る公共政策である」 と言 い,
その含意 と して 「第1にy流 通政策が公共政策の部分領域 であ るとい う
ことであ り,第2に,流 通政策の対象 が流通 であ ることである」とする
。
そ して,流 通政策 と商業政策 なる もの との関係 につ いて は 「流通政策 と
呼ばれ る領域 には・流通過程 に介在す る中間者 と しての卸売業 や小売業
の再販購入活動 のみな らず,生 産企業 によ る販売活動や物 的流通 活動 も
政策対象 に含 まれ るのであ り,し たが って,両 者 は政策領域 の広 が りを
異にす るといわね ばな らない。 また,そ のか ぎりで は,商 業政策 は,流
通政 策 の部分領 域 であ り,狭 義 の流通政 策 であ るとい って よいであ ろ
(2)
う」 とい う。鈴 木氏 の この見解 に っ いて は上野 裕也 「競 争 と規 制 」(東 洋
経済新報社,1987)を 参 考 と して い るが この見解 は一般 化 され て い る と思
『小売 商 の チ ェー ン化 につ いて』(昭 和40年9月)
『卸総 合 セ ンターにつ いて』(昭 和40年12月)
『物 的 流通 の改 善 につ いて』 「流通 金 融 の改善 に
つ いて」(昭 和41年10月)
『流 通 近 代 化 の展 望 と課題 』(昭 和43年10月)」
こ
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われ る。
また,鈴 木氏 は 「流通政策 において は,流 通部面 における競争秩序 の
確保,商 品の効率的な需給整合,流 通活動の合理化 といった目標が重要
な位 置を占め るものとな っているので あるが,も し,そ うで あるとすれ
ばT流 通部面 にお ける社会的経済性 の追求 こそが,流 通政策 に とっての
いわば固有 の政 策 目標 で あ り政策 課題 で あ るといわね ばな らない」 と
百って いる。
では,商 業政策 と流通政策 にっいての変化 はどのよ うに見ればよいの
(3}
で あ ろ うか。荒 川英 夫 氏 は次 の よ うに 言 う。「従 来,商 業行 政 は中小 企 業
の保護 色 が濃 く,中 小企 業行 政 の な かで,製 造 業 の後 を追 うよ うな形 で
進 め られ て い たが,商 業 振興 の ため の 単独法 が施 行 され,行 政 の方 向 が
振 興指 針 と して一層,明 らか にされ る こ と とな り,商 業 近代 化 の うち,
特 に,商 店 街 整 備,店 舗 共 同化,連 鎖 化 事 業 につ い て の振 興 を明定 し特
別 の助 成 」が行 わ れ て きた と し,「小 売業 に関 す る行 政施 策 は大 いに進展
を見 て い るが,わ が 国特 有 の もの といわ れ る総 合 商社 を含 む卸 売 業 にっ
い て,そ の実 態 が不 明 な点 も少 な くな いの で,そ の流 通 行 政施 策 は ほ と
ん ど講 じ られ て い な い」 た め に 「そ こで 求 め られ る もの こそ,ト ー タ
ル ・シ ステ ム と して の流 通機構 の構築 で あ ろ う」 とい う。 そ して,そ れ
は 「流 通部 門 に対 して は,単 に生 産 物 を メー カ ー側 か ら消費 者側 ヘ ー 方
通行 させ るだ けで な く,消 費 者 の ニー ズを積 極 的 につ かん で メー カー に
生 産 の方 向づ けを す る こと,流 通 コ ス トの節 約 に よ って物価 抑 制 へ寄 与
す る こと,省 資 源(資 源の リサイクルを含む)に 努 力 す る こ と等 々 の面 に お
い て,そ の特 性 を発 揮 す る こ とが望 まれ る」 とす る。
荒 川 氏 は この論 にお い て藤咲 浩 二氏 の作 とな る 「通産 省 にお け る流通
政策 の系 譜」 を上 げて い る。
これ で見 る と第1期,第2期 が狭 い意 味 で の流通 政 策,つ ま りS商 業
政 策 の段 階 で あ り,第3期 に入 って流 通政 策 に変 化 して きた こ とを 言お
う と した の で あ ろ う。 こ う して,昭 和30年 代 後 半 に いた り,通 産 省 の政
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表d通 産省における流通政策全体の系譜









1外 難 の酬(UAL関 係外資の規制)
第3期 流通機構の合理








1協 業化の助成(卸 商業団地,商 店
街共同化等)
話 蕩灘 繍課 進指導員制度
2.商 業 近代 化 の推 進
(1)商 業近代 化計 画の策定
(2)中 小 企業の近代 化 およ び流通 の
合理化(ボ ラ ン タ リー ・チ ェー
ン,シ ョッ ピングセ ンター,卸 総
合 セ ンター)
3.取 引条件 の適正化 と流通 金融 の 円
滑化
4.パ レッ ト ・プールの推 進
1.流 通 システ ム化推進 会議発 足
2.日 本開発 銀行 融資制度 発足
3.流 通 システム開 発 セ ンター発 足
1.昭 和48年 中小小売 商業振 興法施
行
2。 昭和49年 人規模 小売 店舗 法施行
3.昭 和50年 中小 企業近 代化促 進法
(注)藤 咲浩二 「中小卸売行 政の これか らの方向」『流通 とシスナ ム」No .7'76.3.ps.
出典=前 掲,荒 川英夫論文 より引用
策 としてそれ までの 「イ ンステ ィテユー シ ョナル(制 度的)」 な中ノJ、企業
で ある商 業者の保護 を目的 とす る商業 政策 はその幅を広 げ,「 ファンク
シ ョナル(機 能的)」 な流通全体 を対象 と したその構造変革を 目的 とした
本 当の流通政策が展開 され るようにな って きたと言えるのであろ う。
中小商業保護育成的 な性格 の商業政策が通産省 と して流通近代化 を 目
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標 とす る流通政策 に転換 され始 めたのが産構審流通 部会 の発足か らであ
るとして その中で物流 が政策 として確定 されたの はいっであ るか とい う
ことに関 して は昭和41年 の第5回 中間報告で 「物的流通」と して取 り上
げ られてい るか らその時点である,と い う言い方 はで きるが実 際には こ
の報告 は 「勉強会報告」的な ものであ り,物 流 に関す る意識確認 のよ う
な ものである。っ いで,「流通近代化 の展望 と課題」が第6回 報告 と して
出 され るが その中で は 「政策 の具体例」 と して次の ものが上げ られてい
(4)
o
(D組 織 化 ・協業 化
ボ ラ ン タ リー ・チ ェ ー ンの質 的量 的 拡 充 強 化,寄 合 百 貨 店 ・寄 合
スーパ ー等 店 舗 共 同化,商 店街 の再 開発 ・新 建設,卸 総合 セ ンター ・
卸 商業 団地 の建 設 岱
② 経 営 方 式 ・施 設 の近 代 化(全 体 としての流通 コス ト低減の大 きな要因
としての個別企業の経営合理化を とらえる)
③ 労 働 力 の確 保 と人 材 の養成
(4>取 引慣行 ・取 引体 制 の適 正化
標準 的取 引条 件 の設 定,メ ー カ ーに よ る系列 化 に対 す るカ ウ ンター
ベ イ リングパ ワー と して の商 業 の組 織 化 等,再 販 制 度 によ る消 費 者利
益 の侵 害 の 防止
(5)物 流 技術 の革 新
ユ ニ ッ ト ・ロー ド ・システ ム普 及 の促進,コ ー ル ドチ ェー ン施 設 の
整 備 ・配 置,社 会 資本 の整 備 ・充実
⑥ 立地 条 件 の適 正 化
従 来 は都市 計 画 ・総 合 開 発計 画 の策定 に際 して副 次 的 に しか 考慮 さ
れ なか った流 通 関 連 施設 にっ いて の広域 適 性配 置計 画
(7)流 通 情報 網 の形 成 と統 計 の改善
流 通情 報 シス テ ムの形成
(8)流 通 金 融 の 円滑化
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政策的金 融の質量両面 の拡充,担 保制度 ・信用補完制度 の拡充,割
賦販売金融 の充実
以上 の8っ の項 目の うちに 「物流技術 の革新」 が上 げ られている
。 し
か し,こ の段 階で は確か に物流 とい うものを意識 し,認 めている ものの
それは単にあ る方法,技 術 を取 り上 げているに過 ぎない。物流政策 とは
とうて い言えないだ ろう。
したが って,物 流を体系的 に,か っ機能的 に取 り上 げるのは次 の第7
回報告 の 「流通 システム化 につ いて」であ った,と 詩うべ きなのであ る。
2「 流 通 活 動 の シス テム に つ いて一 一1」
産業構造 審議会流通部会第7回 中間報告 であ る 「流通活動の システム
化 にっ いて」 を通産 省の物流政策 の始 ま りである,と 考え たわけであ る
がその内容 は どうなっているかを分析 してみ たい。 この中間報告 は以下
(5)
のよ うな構成 とな っている。
は じめに
1流 通活動 の システム化 の意義 とね らい
1機 能高度化 と生産性 向上 の要請
2シ ステム化 の必要性
3シ ステム化の産業組織 への影響
11流 通活動 の システム化 の方向 と展望
1シ ステム化 の基本方 向
2シ ステムの諸類型
3国 内 システムと国際 システム
皿1流 通活動 の システム化 のための課題 と施策
参考資料集
まず,「 は じめ に」にお いて システムとい うものは 「人類が真 に個性 あ
る豊かな未来社会を創造 して ゆ く作業を行 うための基本 とな る考えであ
る」 と言い,こ の報告 につ いては 「一国 における流通活動 の全体系を,
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各個 別 の ば らば らな流 通機 能 の集 合体 で はな く,こ れ を一個 の全 系 と し
て把 握 す る こ とを通 じて,そ の シス テ ム化 の途 を考 え,さ らにそ の次 の
段 階 で,そ こヘ シ ステ ム ズ ・ア ップ的 な思 考 を適 用す るとい う ことで対
処 してゆ くこ とが必 要 で あ る との基 本 的 構想 の も とに,そ の第0着 手 と
して提 言 され る もので あ る」 と格 調 高 くうた って い る。
それ は 「今後 わ が国流 通 部 門 が い わ ゆ る情報 化 社 会 に適 応 し,さ らに
は資 本 自由化 とい う当面 の問題 に対 処 す る方途 と して も,重 要 な意 義 を
有 して い る」 と言 い,「 特 に留 意 して いた だ きた い」 こ と と して 「この報
告 は,流 通 の機 能(function)に 関 す るア プ ロー一チで あ って,流 通 の制 度
体(instituti・n,機 関)に 関 す るア プ ロー チを含 んで いな い と い う点 で あ
るJと い う。つ ま り,「 この提 言 は,各 流 通 制 度体 に対 して は,わ れ われ
の問 題提 起 で あ る。 われ わ れ の機 能 的 な問題 提 起 を,こ の 際各 機 関 が,
どの よ うに制 度体 的 に受 け とめ,か つ,前 向 きに,答 えて くれ るか は・
われ わ れ に と って一 つ の大 きな期 待 で あ る」 とい う。
この あ た りに この報告 の特 徴 が示 され て い る。 そ れ は この よ うに述 べ
られて い る こ とで もわか るだ ろ う。「シ ステ ム化 とい う概 念 は,系 列 化 や
協 業化 な ど と違 って,決 して そ の よ うな制 度体 的 な もの を先 入観 的 に指
す もの で は な い と い う こ とを こ こで 確 信 して お きた い」 とい うの で あ
り,「 昭和43年8月 に答 中 され た 『流 通近 代 化 の展望 と課題 』 と,こ の
報 告 と は,そ れぞ れ独 立 の意義 を持 つ もので あ る」 とな る。
こ うい う指 向性 が通 産 省 に お け る物流 政 策 の は じま りだ とい う所以 で
あ る。 運輸 省 の物 流 政 策 が運 輸 ・交 通 か らな か なか独 立 で きな く,物 流
独 自の方 向性 が模 索 されつ つ 苦戦 して い るの はそ の ア プ ロー チが制 度体
的 接近 で あ った の に対 して通 産省 の それ は初 めか ら機 能 的接 近 を しよ う
と して い るので あ る。 この こ とが物 流 とい う もの に対 して 的確 な接 近 が
で き,政 策 的 に適 合 で きた ので あ ろ う。 ただ し,通 産省 の物 流 政 策 は後
で 述 べ るよ うに観 念 的 にな り,ま た,環 境 条件 の変 化 の中 で中 断 され て
しま った。
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次 に 「樋 システ ム化 の意 義 とね らい」 が述 べ られ る
.そ こで は 「流
通 部 門 の 国 際競 争 力 強化 」 「物 価安 定 」 の 目的 を上 げ
,「 流通 活 動 の機 能
高度 化 と生産 性 向上 とい う目的 にそ って官民 の能 力 を結 集 す る ことが必
要」 だ と言 い・ そ のた め に 「流駆 動 に携 わ るあ らゆ る者 が 流通 機 能 を
め ぐる商品 の ス トックに関 す る情報 あ るい は消費 者 や ユ ーザ ーが何 を求
めて い るか と い う情報 を迅 速 か っ適 確 に把 握 し
,こ れ に 円滑 に対 応 す る
体 制 を確 立 す る必 要 が あ る」 とい うこ とか ら 「需 給適 合 機 能 の充 実 を は
か る」 こ とが必 要 だ と述 べ る。そ して,「情 報 化 社 会 へ の移 行過 程 に お け
る流通 活動 につ いて は,こ の よ うな商 品,サ ー ビスの集積 機 能 の飛 躍 的
強化 が必 要 にな る」 と言 って い る.こ れ が機 能 強化 の視 点 か らで あ る
。
次 に生 産 性 向上 の視 点 か らで は,こ れ まで の流 通 活動 が人 海 戦 術 によ
る もの で あ る と 言い,そ れ が物価 の上 昇 を招 くもの で あ るた め に生 産 性
向上 を図 らね ば な らな い とい う.こ の こ とが(樋 の)シ ス テ ム化 の腰
な所以 で あ る・と 言 い・そ のた め に 「(流通活動 を)… 個 の全 系 と して把 握
す る こ とを通 じて,そ の シス テム化 の方 途 を考 え
,さ らに次 の段 階 で,
そ こヘ シ ステ ム ズ ・ア プ ロ ーチ的 な思 考 を適 用 す る とい う こ とで対 処 し
て い くこ とが必 要 で あ る」 と言 う。 そ して,シ ス テ ム とい う概 念 を説 明
す る。
そ して・ そ の シス テ ム化 を進 め るため に は 「情 報 が基 本 的 な手 がか り
にな り}情 報 の操 作 が基本 手 段 とな る」 とい うこ とか ら
,「情 報 の流 れ と
取 引活 動 や物 的流通 活動 が表 裏一 体 を な して い るの で あ り
,需 給 適 合 機
能 の向 上 あ るい は商 品・ サ ー ビス な どの有 機 的 な集 積 機 能 の 向上 の たあ
に は,情 報 を基 本 的 な手 がか りに した シ ステ ム化 が必 要 」 とい う
。 そ し
て・ 「情 報 を軸 に して物 的流 通 を取 引 と分 離 して集 中 的 に処 理 す る こと
が生 産 性 向上 の大 きな決 め手 に な る」 と も言 う。 この こと は物 流 の独 立
機 能 と して の認 識 につ な が る もの で あ る。 つ ま り,シ ステ ム化 にお い て
は情報 とい う もの が大 きな力 を持 って お り,情 報 シ ステ ムの 高度 化 こそ
流通 シ ステ ム化 にっ なが る とい うこ となの で あ ろ う。 この こ と も通 産 省
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の物 流 政策 とその後 の情 報 政 策 に大 き く関係 して くる こ とで あ る。
この項 の最 後 に 「シ ステ ム化 の産 業組 織 へ の影 響 」が述 べ られ て い る・
「シス テ ム化 は競 争 を阻害 す るの で はな いカa」とい 憾 念 につ いて は 「盲
目的 な競 争 や投 機 的 な利潤 獲 得 は姿 を潜 め るが・ これ に代 わ って シ ステ
ム間競 争 といv次 の静 が展 開 され る」 ので あ り・ む しろ 「環 境 の影
響 を受 けそ れ に反 応 す るい わ ゆ る環 境 に対 す るオ ー プ ン'シ ステ ム」 に
な る と言 う。
そ の オー プ ン.シ ス テ ムへ の対 応 は 「システ ムを管 財 る燗 の判 断
に委 ね られ」 るた め に 「繍 者 の創 造性 と責 任 」 は よ り重 要 とな る と し
て い る.た だ澗 題 帥 小 企 業 で あ り,「流 通活 動 の シ ステ ム化 に は[1工小
企 業 を いか に適 応 させ て い くか とL・う点 で あ る」 と して 「中小蝶 を取
り残 した シ ステ ム化 はそ の意義 の 半分 を失 う とい って過 言で はな い」 と
　 べ て い る0
以 上 の ことを見 て い くな らこの報 告 は きわ めて特 異 な もので あ る と言
え るだ ろ う。これ まで の政 府 の産業 政策 で は考 え られ なか った 「工 学 的」
「産 業組 織 的 」かっ 「マ ーケ テ ィ ング ・流 通 的 」な アプ ロ ーチが展 開 され
て い るの で あ る。 特 に流 通 問 題 に対 す る制度 体 的接 近 を否定 し,機 能 的
接 近 を行 うと して い る と ころ は新 しい流 通 政 策 の実 現 を 目指 す とい うこ
と,こ れ まで の商業 政策 が本 当 の流 通 政 策 に変 わ って い くこ とを示 して
い る0
また,機 能 的接 近 を行 う ことに よ って物 流政 策 が この 中 に存 在 す る こ
とを も意 味 して い る と言え るだ ろ う。
3「 流 通 活 動 の シ ス テ ム 化 に つ い て 一 一2」
IIの 「流 通 活動 の シス テ ム化 の方 向 と展望 」で は まず,「 システ ムの基
本 構 造」を 述 べ る.「要約 して述 べ れ ば,各 企 業 内 で経営 計 画・取 引管 理 ・
物 的流 通 管理,金 融 財務 管 購 どの 各部F目につ いて そ れぞ れ効 率 的 な
サ ブ ・シ ステ ムがっ くられ,次 に これ らが結 合 され て トー タル ・シ ステ
{213)
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ム化 され,更 に多数 の企 業 の トー タル ・シ ステ ムが統一 的 に結 合 されて
大規 模 な シ ステ ムが構 成 され る」 と基 本 構造 にっ いて解 説 した上 で そ の
(s)
構造 を表 化 して い る(-2)。
次 に これ を 「経 営計 画」「取 引管 理 」「物 的流 通 管理 」「金 融 ・財 務 」の
四っ の視 点 か ら見 て述 べて い る。 経 営 計 画 か ら言 うな ら 「各 企 業 内 の 単
品管 理 に よ る売 筋 商 品 や 見切 商 品 の把 握 な どに は じま って・ 取 引先企 業
や 同業 企 業 との間 の情 報 交換,さ らに は商品企 画 や事 業企 業 のた め の広
範 な外部 情 報 の受 入 な どが考 え られ る」 とす る。
「取 引管 理」 か ら言 うな ら 「各 企 業 内 の 単品管 理 に よ る適 正在 庫 の維
持,オ ー ダー ブ ックな どを利 用 し縄 言綬 注 ・ コ ン ピュー タに よ る 自
動発 注 システ ム,さ らに は遠 隔 地 同業 企 業 間 にお け る商 品 の委 託 出荷 体
制 な どを上 げ る こ とが で き る」 と して い る。
「物 的流 通管 理 」か ら言 うと 「各 企 業 内 の配送 セ ンターに お け るマ テ リ
アル.ハ ン ド リングの 自動 化,ダ イ ヤ グ ラム配 送(定 時 ・定ルー ト配送),
取 引先企 業 の顧 客 へ の直接 配 送,さ らに は同 業企 業 間 にお け る共 同配 送
セ ン ター な どに お け る物 的 流通 の集 中 管 理,流 通加 工 施設 の合理 的配 置
な どが 考 え られ る」 とす る。
「金 融 ・財 務 」か ら言 うと 「各企 業 内 の コ ン ピュー ター に よ る売 掛,買
掛 の管理,請 求書 な どの 自動 発 行,銀 行 経 由決 済,さ らに は同業 企 業 間
な ど にお け る代 金 の集 中決済,消 費 者信 用調 査 のた あ の ネ ッ トワー クな
どの諸 システ ムを挙 げ る ことがで き る」 と して い る。
そ して,こ れ らにつ いて はいず れ もが一 部 に は行 われ て い る し・ そ の
努 力 はな されて い る もの の い まだ にま だ まだ の段 階 で あ る ことを指摘 し
て い る。つ ま り,「各企 業 内 の サ ブ ・シ ステ ムが きわ めて不 十 分 な状 態 に
と どま って い る」 と して い るが 「それ に もま して 問題 」なの は,「 あ る程
度進 ん だサ ブ ・シス テ ムが導 入 され て」 も,そ れ が 「結 合 され て トー タ
ル.シ ステ ムが形 成 され て」 いな い とい う ことを指 摘 す る。
そ の ため に必要 不 可欠 な もの が 「標 準 化 」 で あ る,と い う。 そ の 具体
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的 な もの と して強 力 に働 るべ き もの と して次 の三 っ の ことを挙 げ る
。
*商 品 コー ドあ るい は取 引 コー ドの統 一
*各 種 の帳票 類 の規 格 化
*商 品 の荷 姿 の規 格 化
この標準 化 にっ いて は そ の後 の通 産 省 の政 策 の 中心 課題 とな る もの
で
あ る。
次 に シ ステ ムを分 類 して い る。 そ の分 類 は次 の三 っ で あ る
。
(1)商 品 の特 性(い わゆるC・mm。dityApPr。ach)
(2)機 構 や組 織 の実 体(い わゆるInstitutionalApproach)
(3)シ ス テ ムの機 能 な い し目的(い わゆるFunctiona1A
pProach)
この報 告 で 流通 に関 して機 能 的 ア ブmチ を行 う もの で は あ る と言
っ
て い るが 実際 に シス テ ム化 を行 お うとい う場 合 に は商 品 や業 種 の特 性 を
粉 考 慮 しな けれ ば な らな い.ま/,こ ,有 力 チ ェ ー ンや有 力 ユ ーザ ー な ど
との結 合,チ ェー ンにお い て は組 織 内 に高度 な トー タル ・シ ステ ムが必
要 で あ る・ な どか ら商 品・ 産 業 ,機 構 組織 な ど を考 慮 して考 えて い
か ね ば な らな い ことを言 って い るの であ る
。
また,国 内 システ ム と国 際 シス テ ムの別 が あ る と も言 う
。 そ れ は国 に
よ って システ ム の レベ ルが異 な る こ と
,わ が 国 の企 業 で海 外 へ進 出 す る
もの が 多 い ことな どか らそ の シス テ ム1こは違 いが存 在 し
,シ ステ ム化 の
進 展 に違 いが生 まれ て くるだ ろ う,と し・うこ とで もあ る.た だ,こ の時
点 で の分 類 は 「違 い の存 在 」 を 言 うだ}ナで あ って それ に よ
って具 体 的 に
ど うい うシ ステ ム化 が展 開 され るか1ま言 って い ない
.「考慮 しろ」と 言 っ
て い るので あ ろ う。
次 にIIIの 「流 通 活 動 の シス テ ム化 の ため の課題 と施 策」 を 上げて い る
が・ そ の中 の課 題 につ いて は 「流通 活 動 に携 わ る燗 の灘 と 自覚 の革
新 」 お よび 「UIL活 動 に携 わ る蝶 と これ を支 え るマ ンパ ワ司 の 「自
覚 」 を上 げて い る。 しか し,こ れ は抽 象 的 で あ り
,意 識 の問題 だ けで あ
る・行 政 に対 して は 「適 正 な助 言 と誘 導 」が必要 だ とい い
,「 流通 活 動 の
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シス テ ム化 に対 す る意 識 の高揚 に努 め,ガ イ ド ・ポ ス トを積極 的 に策 定
し 提 示 す る とと もに漂 準 化 その他 の環 腱 備 に努 め る ことが腰 」
だ とす る.加 え て 「システ ム化 を ス ピー ド ・ア ップす るた め」 の 「イ ン
セ ンチ ブ」 を上 げて い る。
そ して,最 後 に これか ら政 府 が と るべ き四つ の施 策 の提言 をす る。 そ
の四 っ とは次 の もので あ る。
(1>流 通 シス テ ム化 推進 会 議(仮 称)の 設 置
② ガイ ド ・ポ ス トの提示 と標 準化 の推 進
(3)流 通 関 係情 報 の提供 体 制 の整 備
(4)金 融,税 制 な どの面 で の イ ンセ ンチ ブの付 与
流 通 システ ム化擁 会議 は関 係企 業 の トップマ ネ ジメ ン トと学 識 者 の
参加 の もとに 「基 本 的 な方 向づ け」 を行 う もので あ る。 ガ イ ド ・ポ ス ト
と標 靴 につ いて は 「海 外 の 具体 伊1頂 マ ニ ュア ル」閥 連 シス テ ムの調
整 に 関す る躰 的 な考 え方 」 「シ ス テ ム ズ ・シ ミュ レー シ ョ ン手 法 の開
発」「商 品 コー ド ・取 引 コー ドの紘 帳 票 類 や商 品 の荷 姿 の規 格化 」な
どで あ る。 これ らの提 供 ・普 及 体制 を考 え る と同 時 に金 融 ・税 制 に関 わ
るイ ンセ ンチ ブ と して次 の プ ロ ジ ェ ク トを特 に対 象 とす る こ とを上 げて
い る0
*省 力機 器 や コ ン ピュー ターに よ って装 備 され た配 送 セ ンター,ス
トック ・ポイ ン トな ど
*高 層 自動倉 庫
*多 数 の企 業 の物 的流通 管 理 な どを集 中 的 に処 理 す る共 同配 送 セ ン
ター,共 同 ス トック ・ポイ ン ト,共 同 サ ー ビスセ ンターな ど
*流 通 に関連 す る高 度 の情 報 処理 機 能 を有 す る施設
以 上 で あ るが 「参 考 資料Jま で含 めて 見 て み る と この報告 は きわ めて
「啓 蒙 的 な もの」で あ る ことがわ か る.政 府 の審議 会 に お け る答 申',,
と して きわ めて 異質 な もの と 言え るだ ろ う。 行 政 に対 して具体 的 に 「ど
う しろ」とい う施 策 の方 向 は示 され て い な い。「流 通 活 動 の シ ステ ム化 の
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離 」 を提示 しただ けである し施 鞭 言 と して は四つ の施策 そ
の もの
とは言えないことが上 げられて いるだけであ る
。
つ ま り・ この四つの ことを行 うことによ
って具体酢」な施策 は 「(行政
が)自 分で考 えろ」とい った ことだ ろ う
.そ うい う意味か ら言 うな 樋 産
省が その後 に この四つの提言 をど う処理 したかが罷 とされるべ きであ
る。 これ についてはこの後 に分析す る
。
もうひ とっの点 は ここで上 げ られたY
Lシ ステム化 の基輔 造 の内容
がその後 の物流 っま り運 輸で はなし・蓮 輸 か ら訪 な ら荷 主
に当た
る産業.蝶 の 「物流」 とい うものの暢 を示 して いることで ある
.そ
の後・ 企業 の物流 はこの髄 を元に理論構成 されてい く
.そ の意味で こ
れ はr省 の物流政策 の始 まりである
,と 言え るのである。
運鮪 の意味す る物流樋 轍 関 を軋 ・と した制度 的な ものである
の
に対 して腱 省のそれ は情報 を核 と した 「システム化 された流駆 珈
を意味す る機能的 な ものなのであ る
.こ の違 い1まきわめて大 きい.そ の
後・現在 に至 るまで刈 か 読 礫 の訪 物流 と運輸業の 言 う物流が
大 きな差黙 持 ってい ることはこの時点 か ら生 まれた ことではなか ろ う
か。
4流 通 シ ス テム 化 基 本 方 針
この報告が出 された後 の通産省の動 きはど うだ
ったのか。 この四っの
嬬 の うち適 接 的に腱 省で行政 として手了われ るのが税制 .鋪 であ
る・ それを除 いた三つ について は直接
,='r"省 が行 うもので はない.通
産省が行 うのはここで示 された ものの準備 を行 うことであ る
。
この報告が出 されたのは昭和44年 であるカa昭 和45年4月 には早速
「流通 システム化の ためのr調 査』rガ イ ドポス ト勧 』r騨 化の礫 研
究』などを行 磯 関 と して(財 団法人)流 通経済研究所 の中 にrシ ステム
開発 セ ンター』が設 置され る.こ れ は昭和47年
,(財 団法人)瀬 システ
ム開発 セ ンターと して独立」 し
,現 在 で も続 いてい る。
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同 じ く,昭 和45年9月 に 「『流通 シ ステ ム化 推進 会 議』(議 長 ・永野重
雄)が 設 置 され た」 とい う こ とにな る。
流通 経 済研 究 所 の一 部 門 で あ る 「シ ステ ム開 発 セ ンター」 と後 に独 、1
法 人 とな る 「流通 システ ム開発 セ ン ター」 が 中心 とな り,情 報 提 供 のた
めの 「外 国視 察 」 「マ ニ ュア ル作 り」,ガ イ ドポス ト作 りの た め の 「シス
テ ム化代 表 事 例調 査 」 「シ ミュ レー シ ョン ・モ デ ルの開 発」,そ の ほか の
基礎 研 究 を通 産 省 な どの委 託 事業 と して行 った。
昭和45年 に設 置 され た 「流 通 シス テ ム化推 進 会 議」 は翌 昭 和46年7
月,流 通 シス テ ム化 の基 本 的 な方 向づ けを行 うた め の 「流 通 システ ム化
基 本方 針 」 を 発表 した。 そ して,こ の方 針 を具 体 化 す るたあ の 「実 施 計
画」 が策定 され て い る。
(7)
これ らの事 情 に つ いて荒 川 英 夫氏 は次 の よ うに述 べ て い る。 「昭 和45
年9月 に同会 議 が設 置 され,翌46年7月 に,同 会 議 は,流 通 シス テ ム化
の基 本 的 方 向 づ けを行 う もの と して 『流 通 シ ステ ム化 基本 方 針』 を策 定
した。 さ らに,こ の基 本 方針 を 具体化 す るため に,実 施 計 画 の策 定 が行
わ れ て い る。 この計 画 に は流通 シ ステ ム化 の たあ の政 策 プ ロ グラム等 が
含 まれ て いて,当 面 の それ と して は,大 規模 物 流 基地 適 正配 置 パ レッ
ト ・プ ー ルの推 進,伝 票 ・取 引 コー ド等 の規格 の統 一,受 発注 在 庫管 理
シス テ ムの効率 化,チ ェー ン ・オペ レー シ ョ ンの推 進,人 材 開発 流通
情 報 ネ ッ トワー クの整 備 とい った,個 別 企 業 を こえ たひ ろが りを もった
多 くの プ ログ ラ ムが と りあ げ られ て い る」 とい い,さ らに 「流通 シス テ
ム化推 進 会 議 は,そ の 『基本 方 針 』 の中 で 流通 シス テ ム化 の 具体 的推 進
の た め の専 門機 関 の設 立 を提 案 した。 これ は,従 来,民 間 に は流 通 シ ス
テ ム化 の必 要性 を認 識 しそ れ を各企 業 内 で推 進 す る人材 を養 成 す る機 関
が なか った こ と,流 通 活 動 に関す る基 礎 的 な調 査 研究,情 報 の収 集提 供
を行 う組織 が な か った こと等 の事情 に よ って,流 通 シス テ ム化推 進 のた
め の施 策 が十 分 の成 果 を上 げ られ て いな い ので,民 間側 の体 制 の整 備 が
緊要 の課 題 で あ る との認 識 に基づ くもの で あ った。 この提 案 を うけて,
98商 経 論 叢 第33巻 第3号
0207)
通 商産 業 省 は じめ関 係 筋 の識 者 の協 力 に よ って
,昭 和47年4月 の財 団
法 人 と して流 通 シス テム開発 セ ンターが設立 され,流 通 に関 す る各 般 の
研 究 開 発(例 えば庶 人店舗 システム,P・Sシ ステム読 通情報 ネ
ッ トワーク}
統諏 引 コー ド読 通効靴 のためのシ ミュレーシ・ン膚 生資源物流 システム
,
パ レッ ト・プール システム
,都 市内最適貨物輸送 システム,都 市内物流改善 業
種別流通 システム化 マニュアル,消 費財物流 コス トの研究開発 ・調査等)
,人 材
(流通 システム設PFps物 流 システム設計技術欝)の 養 成 情報 の提 供 等 の
事業 を展 開 して い る」 とい うの で あ る。
荒川 氏 の述 べ た こ とを て いね い に引用 したの は荒 川氏 が通 産 省 の お役
人 で あ って,流 通 システ ム開 発 セ ンター設 立 時 の初 代 専務 理 事 だ った人
で あ るか らで あ る。 若 孔 事実 認識 に 異論 が あ る向 き もあ ろ うが お お よ
そ こ うい う事情 だ った と い う ことで あ署。
さて,こ の 「流通 シ ステ ム化 基 本方 針 」 で あ るが その 内容 は前 述 の報
告 に あ る もの を よ り具 体 的 に ま とあ た もの で あ る
。 それ は表一3に 上 げ









発 注 の 自動 化,伝 票 ・
コー ド ・取 引条件 ・パ
レッ トの標準化,統 一
化
伝 票,コ ー ド,取 引 条
件,パ レ ッ ト の 標 準
化,統 一 化
システ ムづ くり
(活 動 の最適 化を含 む)
無 人店舗 チ ェー ン ・システム,共 同
配送 セ ンター,共 同無人 荷受 け シス
テム・ 流通情報 セ ンター(最 適流 通
経路 づ くり)
流 通 情 報 ネ ッ トワー クr物 流 ネ ッ ト
ワ ー ク,パ レ ッ ト ・プ ー ル機 構 ,伝
票 ・コ ー ド,取 引 条 件 の 標 準 化 ,統
一 化 機 構一
(出所) 「流通 システム化基本方針」通産省企業局編
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そ うい う経過 が あ って通産省で は昭和48年 に通 産省 と して の 「流通
システム化実施計画」 を発表 した。 これ も前述 の報 告書 か ら基本方針 に
至 る ものの流 れにある。 そ して,流 通 システム化政策 といわれる ものは
おおよそ この時点 で消 えてい る。 それ は昭和48年 に第一 次石油危機 が
起 こり,国 の経済環境が ガラ リと変わ ったか らであ る。
流通 システム化政策 が消 えて しま ったのは現在の若 い通産省 の担 当官
によると 「経済環境 が変わ り,流 通 システム化 の必要性 が薄れたか らで
ある」 ということにな るのであ るが実 際 は通産省 に とって 「流通 システ
(g}
ム化 ど ころで はな い」 とい った ことで はな か ったの だ ろ うか。
昭 和50年 代 に入 って 通 産 省 で は流 通 に関 して は 「大 規模 小 売 店 舗 法
問題 」 や 「情 報 シ ステ ム問題 」 に政策 は傾 斜 して い て,物 流 が お留 守 に
な って い る よ うに思 え る。 そ うで あ る と した らこの流 通 シス テム化 も高
度 経済 成 長 の中 で物 流量 が急 速 に増 加 して いた こ と,物 価 の上 昇 が著 し
か った こ ととい った背 景 の中 で生 まれ て きて いた とい え るの か も しれ な
い。 そ の 条件 が な くな った た め に流 通 シス テ ム化 政 策 は消 え て しま っ
た。 流通 シ ステ ム化 推 進会 議 も 「基 本方 針 」 を 出 した後,開 か れ る こと
もな く自然 解 消 に な って い る。
とは言 え,そ れ は流通 シ ステ ム化 政策 とい う 言葉 が消 え たの で あ って
そ の中 で進 め られ よ う と した こ との多 くはそ の後 も政策 的 に続 け られ て
い る。 パ レチ ーゼ シ ョ ンの推 進 な どはそ の よ い例 で あ る。 これ につ いて
は 「パ レッ トは昭和30年 代 に入 って急 速 に採 用 され て い く。そ こで通 産
省 は,昭 和41年 に産 業 構 造 審 議 会流 通 部 会 物 流 小 委 員 会 の報 告 を受 け
て 『パ レッ トプ ー ル制 の推 進』 を決 め た。 そ のた め に 日本 商 工会 議 所 に
「パ レッ トプ ー ル推 進 会 議』(昭 和41年 一45年)を 設 置 した。昭和45年,
同会 議 は 『パ レ ・ソトプ ー一ルへ の歩 み』を発 表 して い る。こ こで は 『パ レ ッ
ト規 格 の統 一 』 『パ レ ッ トの プ ー ル的運 用 の た めの機 構 作 り』 『業種 別 の
普 及活 動 」 『各 種助 成 』 を提 言 して い る。
これ を うけて 昭 和45年 に は一 貫 パ レチ用 のJIS規 格 が決 ま り,昭
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和46年 に は 『物 流 シ ス テ ム推 進 会 議 』(流 通 システム化推進会議 の間違 し、
一一 中田)が 一 貫 パ レチの た めの基 本 方針 を打 ち出 し
て い る。
そ こか ら通 産 省 の指 導 に よ って生 まれ た のが パ レ ッ ト交 換 の ため のパ
レ ッ トプール会 社 で あ る。 昭和46年 に は 『日本 パ レ
ッ トレンタル(JP
R)』}昭 和47年 に は 『日本 パ レ ッ トプ ール(NPP)」 が ス ター トした
。
(中略)昭 和51年 に は 『流 通 合理 化 促 進調 査(パ レッ トの普及実態調査)が
行 われ」 て い る。 そ して・ 現 在 に至 るまでパ レ ッ トの普 及促 進 は通 産 省
の政策 とな って いるので認 。
特 に流通 シ ステ ム化政 策 の中 にあ る情 報 が らみの もの,標 準 化 が らみ
の もの に つ い て はそ の後 ・ 大 き く進 展 し,問 題 を抱 え なが ら今 に続 い て
い る。
現 在 で は 「流 通 シス テ ム」 とい 信 葉1ま 「流通 機 構 」 や 硫 通 の仕 組
み」 を意 味 す る 言葉 と して使 わ れ て い る。一 方,「 物 流 の システ ム化」 と
か 「流通 の シ ステ ム化」 とい う言 い方 もされ る
。 これ は物流 や流通 の近
代 化 を意 味 す る もの の よ うで あ る。 た だ,流 通 シ ステ ム化 政 策 の は じめ
とな る報 告書 にお い て は常 に 「流通 活 動 の システ ム化」 と言 って い る。
意 味 を限定 して い たの だ ろ う。
流 通 に関 す る シ ステ ム化 と い う言葉 が一 般化 され て い った ことに よ
っ
て そ の意 味 は混 乱 した。 しか し,時 代 を 区切 って昭 和40年 代 に通 産省 が
展 開 しよ う と した流通 の シス テム化 と い う もの はそ の後 に大 きな影 響 を
与 え て きた。 政 策 と して の 言葉 は消 え て しま ったが その 内容 はそ の後
,
広 が り,発 展 し,現 在 の通産 省 だ けで な く,他 の省 庁 の,そ して,総 合
物流 施 策 大 綱 に も大 きな影 響 を与 え て い る。
それ よ り もこの報告 は政 府 の政 策 提 言 と して の答 申 ・報 告 にお いて異
色 な もの で あ り・ また・ あ る方 向 を示 す もので あ る。 その後 の答 申 な ど
の モ デ ル に な るべ き もの とい え よ うが実 際 はそ うな って い 郡 。
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注
(1)通 商産 業省産業 構造 審議会流 通部会 中間報 告(昭 和44年7月22日)「 流
通活動 の システム化 にっ いて」「参 考資料集 」はその全文 が林周 二 ・田島義
博編 「流通 システ ム」(口 本経 済新 聞社昭和45年8月)に 載せ られ て いる。
こ こで は この全 文 を利 用す る。 その報 告 の前 に若 干 の説 明が あ るがそ こに
この記 述 に関す ることが述 べ られて い る。
(2)鈴 木武 『流通政 策 の基盤 と目標 』鈴 木武編 「現代 の流通 問題一一 政策 と
課 題 」(東 洋経済 新報社1991年6月)の うちの第1節 「流 通政策 の概
念規定 」
(3)荒 川英 夫 『行政 か ら見た流通 システ ム』林 周 二 ・田 島義博 編 『流 通 シス
テム 第2版 」(日 本経済 新聞社 昭和51年12月)の うちの 「流 通 システム
行政 の展開」
(4)荒 川前掲 論文
(5)こ の項 は前掲 報告 の 「は じめに」 および 「流通 活動 の意義 とね らい」 に
基 づ く。
(6)こ の項 は前掲報 告 の 「流通活 動 の システ ム化 の方向 と躍 」 お よび 「流
通活動 の シス テム化 の ため課題 と施 策」 に基づ く。
(7)荒 川前掲論 文
(8)荒 川氏 は流通 シ ステ ム化推進 会議 の提案 に よ って(財)流 通 システ ム開
発 セ ンターが設 置 され た,と 言 って い るが それ はそれ と して公式 に は正 し
いで あろ う。 しか し,本 当 はその前 か らこの設 置 は行 わ れて いた。 中 田 は
昭和44年 時 点 に(財)流 通 経済研 究所 の研究 部 に在籍 して いた。 そ して,
昭和44年 暮 れ に は通 産省 か らの流 通 シス テム化 政策 に もとつ く委託調 査
研究 を行 うた めに新 たな部門 を作 る とい うことで その担 当を命 じられ てい
た。昭和45年4月 か ら正式 に研 究所 内の システム開発 セ ンターが発 足 しz
通産 省委 託 の 事業 を 中心 に活動 を始 あて い る。 それ が昭和47年 に別財 団
と して分離 され るこ ととな る。 したが って,実 態 の方 が先行 してい るので
ある。
(9)中 田が直接,担 当官 か ら聞 いた話 で あ る。
(10)中 田信 哉 『流 通 システムの近代化 』日経流通 新聞編 「流通現 代 史」(日 本
経 済新 聞社1993年4月)の うちの[通 産 セ導 でパ レッ ト普及 」
(11)こ の答 申 は明 らか に審議 会 の学 識者委 員 の手に な る部分 が見 られ る。 か
つ ての審議 会 は審議 会 の構 成 メ ンバ ーで あ る学 識者委 員 が書 いてい た り,
大 幅 に手 を入 れて いた りす るケース は多 か った と思 わ れ る。 それが近年 で
は役所 の作 った ものを追認 す る形 にな って い る。 この点 にっ いて は審 議会
批判 論 の焦 点 とな る もので あ る。 とは言 え,審 議 会委 員 が書 いた り,手 を
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入 れ た り した と して もそ れ はす で に政策 と して決 め られて いた こ とにっ い
て の理論 づ けで あ る ことに は変 わ りな い
。
